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アンパンマンのマーチ
1993年発売

そうだ　うれしいんだ
生きるよろこび

たとえ　胸の傷がいたんでも

なんのために生まれて
なにをして　生きるのか
こたえられないなんて
そんなのは　いやだ！

今を生きることで
熱い　こころ　燃える

だから　君は　いくんだ
ほほえんで

そうだ　うれしいんだ
生きるよろこび

たとえ　胸の傷がいたんでも
ああ　アンパンマン

やさしい　君は
いけ！　みんなの夢　まもるため

（作詞：やなせたかし　作曲：三木たかし
引用元　https://lyricjp.com/ats/a000bf7/l01fac4h）
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何のために生きるのか

　　　アンパンマンから
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番地銘石公式✓

始めました!

石工事の様子や記念碑製作の裏側、普段の仕事の様子などをこれから更新していきますので、

フ ォロ ーお願いします♪

YouTube・Facebook・Twitter

SNS


